Another World in the MindーLao She 老舍, Wei shen 『微神』 and Algernon Blackwood, The Strangerー by 池田 智恵
（97）
心の中のもうひとつの世界







『老舎全集』 第 18巻2） による。
ⅰ 「出毛病的大幺」 C. Hedley Barker （『斉大月刊』 第 1巻第 3期 1930.11.10）
ⅱ 「隠者」 F. D. Beresford （ﾏﾏ） （『斉大月刊』 第 1巻第 4期 1931.2.10）




ⅰ The Ace of Trouble　C. Hedley Barker 3）
ⅱ The Misanthrope　J. D. Beresford 4）
ⅲ The Stranger　Algernon Blackwood 5）
　ⅰとⅱの作品は、イギリスの本格ミステリ作家として今なお評価の高いドロ
シー・L・セイヤーズ （Dorothy L. Sayers, 1893-1957） が編集した Great Short 






　Great Short Stories Of Detection, Mystery And Horror （1928） において、ⅰは 「現
代探偵小説」 (The Modern Detective Story) に、ⅱは 「マクロコスモス―超自然の
物語」 （Macrocosmos ― Stories Of the Supernatural） に、前者はミステリ、後者は怪
奇小説作品として分類されている。
　さらに、ⅲの作品も怪奇小説に分類されるものである。The Stranger の作者
であるアルジャノン・ブラックウッド （Algernon Blackwood） は、20世紀初頭の
怪奇小説黄金期を代表する作家であると位置づけられ、一般的な知名度は低い
が、ミステリや怪奇小説の愛好家の間では評価が高い作家である。この作品













て、ⅱの The Misanthrope は老舎の指摘どおり 「歪毛児」 との、そしてⅲの
The Stranger は 「微神」 との類似を指摘する。
　老舎自身もブラックウッドやエドガー・アラン・ポー （Edgar Allan Poe, 













に言及されている。ディケンズ （Charles Dickens, 1812-1870） との小説技法の類似
についてなどである10）。本論では、老舎の 「微神」 とアルジャノン・ブラック










　先に、老舎と 「微神」 について述べることにする。「微神」 は老舎の済南時
代の作品であり、1933年 10月 『文学』 （生活書店） 第 1期第 4号に発表、その
後、短編集 『趕集』 （良友図書印刷公司，1934年 9月） に収録された。この作品に
ついて、老舎は 「我怎様写短編小説」 の中で自らの短編小説を四つに分類した
（100）　中国文学研究　第三十一期
中の第一類 「自分自身の眼で見た事実 （親眼看見的事実）」 としている。伊藤敬












　一方、アルジャノン・ブラックウッド （Algernon Blackwood） （1869-1951） は、
19世紀末から 20世紀初頭のイギリス怪奇小説黄金期において、アーサー・
マッケン （Arthur Machen, 1863-1947） らと並んで代表的な作家の一人とされる。















イツ （W. B. Yeats , 1865-1939） や怪奇小説作家のマッケンらとともに、神智主義
の集団 「黄金の暁」 団に入会している。晩年には BBC ラジオ （のちにはテレビ） 
で、幽霊物語朗読番組を持ち、「ゴースト・マン」 という仇名で人気を博した
という。彼の作品は多く、作風は多岐に渡るが、独創的であるとされるのは、




て描かれるのである。このような姿勢は 「新アニミズム」 とも、また 「四大 
（地水風火） の使徒」 とも称された14）。
　The Stranger は短編集 Short Stories of To - day and Yesterday (George G. Harrap & 








　次に、老舎の 「微神」 とブラックウッドの The Stranger について比較を試み
ていく。だが、その前に、両者の梗概について述べておきたい。



















　一方ブラックウッドの The Stranger について梗概を記すと、この作品もモー



























説は珍しい。老舎がブラックウッドの The Stranger を 1931年に翻訳している
ということも考えれば、「幻想」 が描かれる The Stranger が、老舎の創作に、
「幻想」 という世界そのものとその描出の点で、影響を及ぼしているというこ
とは想像に難くない。そこで、「微神」 と The Stranger に登場する 「幻想」 の

































　このようにモーランドは 「内面の世界 （inner world）」 に入り込んでいく。
　「微神」 と The Stranger において共通しているのは、主人公の自発的な行動
（移動・睡眠等） によって 「幻想」 へと導かれるのではなく、現実世界から知ら
ず知らずのうちに引き込まれていく、という点である。また相違点として、
The Stranger では、主人公が 「幻想」 へ導かれる時に、女性によるソネットの
朗読という契機が存在していることも指摘しておきたい。
　ⅱ　「幻想」の風景

















　この 「幻想」 の描写の中の 「灰紫色の花」 の色について、「私」 は 「まるで




























　「微神」 と The Stranger では、「幻想」 の中に同じように 「自然」 が描かれる















　一方、The Stranger では、The Stranger では 「Stranger」 の来訪から九死に一
生を得、モーランドの妻となった女性がモーランドにソネットを朗読する。そ
のソネットは、日本でも明治期に流行した D.G. ロセッティのソネット集 「生
の家」 （The House of Life） （1870） の第 55番 「死産せる愛」 （Stillborn Love） である。
このソネットは、一組の恋人の現世では十分に結実できなかった愛を歌い、常
世の国でその愛を誓うという内容になっている31）。「いづくの岸に待つらむか




















か。ブラックウッド作品の 「幻想」 から老舎の 「幻想」 との間にどのような変
化が存在するかが、とりもなおさず、老舎によるブラックウッドの読み替えに
なるだろう。
　The Stranger のモーランドを死へと誘う 「幻想」 世界について、作者である
ブラックウッドがそれをどう位置づけていたかは、明らかである。モーランド
が、「幻想」 世界へと誘われていく時に、彼はその世界について、「彼がその時
気がついた世界は、どう表現するにせよ、内面の世界であった。（“The world he 
realized at this moment was, in any case, an inner world.”）」 と感知する。The Stranger







『手作り風の素朴な幽霊物語』 にはなく、『人間の能力の拡張』 にある」34） とい
う。そのような人間の知覚し得ない世界へと通じ、そこに達することが、ブ
ラックウッドの作品の目的なのである。
　先に 「自然」 に関する描写で見たように、ブラックウッドは作中で 「おそら
くある啓示が、静かな英国の草原を横切って彼らのもとへとやってきたのだ。」












　老舎の 「微神」 において 「幻想」 世界はどのような意味を持つのか。それを
考えるために、老舎による The Stranger の翻訳である 「客」 で“inner world”
をどのように訳出しているかを考えてみたい。老舎 「微神」 の 「幻想」 がブ
ラックウッド作品にインスピレーションを受けているとすれば、老舎が“inner 














三にわたって、この 「幻想」 世界は 「あなたの心」 であると強調している。要
するに 「微神」 における幻想は 「私」 の 「心」 の中の世界なのである。
（110）　中国文学研究　第三十一期
　ここで老舎が 「客」 で“inner world”を 「内心的世界」 と訳出した意図が
はっきりとしてくるのではないだろうか。老舎は文字通り、「心の中の世界」
としてブラックウッドの“inner world”を捉えたのであろう。
　以上から、「微神」 と The Stranger での 「幻想」 の位置づけはまったく異なっ
ていることが確認できる。The Stranger にあらわれる 「幻想」 はブラックウッ
ドのオカルト的思想を背景とした、潜在意識から無限の世界へ広がる世界で
あった。老舎は The Stranger の翻訳である 「客」 において、その世界を 「内心
的世界」 ― 「心の中の世界」 と解釈した。そしてその後の創作 「微神」 におい
































3）　初出は Pearson’s Magazine （1925） とされるが未確認。
4）　初出は Nineteen Impression （Sidgwick ＆ Jackson,1918） とされるが未確認。
5）　初出は The Contemporary Review とされるが未確認。
6）　ⅰはへドレ・バアカー 「災難の一」 （『新青年』 第 7 巻第 3 号，1926 年 2 月，博
文館）、ⅱは怪奇小説としては日本では知られている作品であり、主だったアン
ソロジーには収録されている。J・D・べレスフォード 「人間嫌い」 （『幻想と怪奇
―英米怪談集』 1956年 8月 15日，早川書房） 等。
7）　「怎様写短篇小説」 （『老牛破車』 所収） 『老牛破車』 は 『老舎全集』 第 16巻 （人
民文学出版社，1999年 1月）。以後はこれに拠る。ここではべレスフォード作品
の題名が The Hermit となっているが、彼の作品の中にこの題名のものは存在し
ない。hermit とは隠遁者の意味であり、おそらく老舎はべレスフォードの The 
Misanthrope （「人間嫌い」 を意味する） と間違えたのだろうと思われる。なお、
訳文と原文の対照の結果、The Misanthrope が原作と考えて間違いないと思われ
る。
8）　『勝利油田師範専科学校学報』 第 15巻第 1期，2001年 3月
9）　至于神秘的故事，便更重视地点了，因为背景是神秘之所由来。这种背景也许是
真的，也许是假的，但没有此背景便没有此故事。Algernon Blackwood （阿尔杰农
· 布莱克伍德） 是离不开山，水，风，火的，坡便喜欢由想象中创构出像 The 
House of Usher （《厄谢尔的房子》） 那样的景物。在他们的作品中，背景的特质比
人物的个性更重要得多。这是近代才有的写法，是整个的把故事容纳在艺术的布
景中。 （老舍《景物的描写》，『老牛破車』所収）
10）　藤井栄三郎 「『牛天腸伝』 の意味について」 （『吉川博士退休記念中国文学論集』，
筑摩書房，1968年） などを参照。
11）　『研究誌 季刊中国』 1986年春季号，季刊中国刊行委員会，1986年 3月 1日
12）　ジャネット・オッペンハイム著 和田芳久訳 『英国心霊主義の抬頭』 第 5章 神
智学とオカルト （工作舎，1992年 1月 30日） などに詳しい。
（112）　中国文学研究　第三十一期
13）　ジャック・サリバン著，国書刊行会，1999年 2月 20日 P463
14）　ブラックウッドに関しての記述は、前掲の 『幻想文学大事典』 および 『恐怖の













20）　It was the voice, perhaps, as much as the exquisite words that he enjoyed, floating to 
him over the still lawn and flower-beds, where the sunset lay in slanting gold. Its 




（以後 Algernon Blackwood “The Stranger”のテキストは、Short Stories of To-day 
and Yesterday, GEORGE G.HARRAP & CO.LTD, 1930に、老舍《客》のテキスト
は 『老舎全集』 第 18巻，人民文学出版社による，1999年 1月。）
21）　The world he realized at this moment was, in any case, an inner world. Of this he 
was vividly aware. It held no shyness. In it, for him, only the mightier movements 
















28）　while the stillness deepened about them, and the shadows lengthened on the lawn. 
There was a new, sudden stirring in the depths within him. His whole being listened; 
it was almost as though he waited, expecting something; and the breeze that just 
moved the rose-leaves behind her hair seemed to mingle with the voice ( Algernon 




29）　It was, perhaps, a revelation that come upon them across that quiet English lawn, 
stealing past the roses, using the last sunset light to clothe itself, and taking the notes 
of a thrush that now burst suddenly into rapturous song in the cedar by the house. 
The low human tones surely came floating down the evening air rather than from her 







31）　D. G. ロセッティ （Dante Gabriel Rossetti） （1828-1882） イギリスのラファエル前
派を代表する画家、また詩人として知られる。イエイツや T.S. エリオットなどに
影響を与えた。参考：ラングラード著 山崎庸一朗 中条省平訳 『D.G. ロセッティ』
（みすず書房，1990 年 9 月 12日） Oswald Doughty “DANTE GABRIEL ROSETTI 
Poems” J. M. DENT & SONS LTD, 1957
32）　Bondchild of all consummate joys set free,
It somewhere sighs and serves, and mute before
The House of Love, hears through the echoing door





ソネットの翻訳は、森亮訳 「ロセッティ小曲」 所収 「死産せる愛」 に拠った。
（森亮訳，『森亮訳詩集　晩国仙果Ⅲ　近代イギリス』，小沢書店，1991 年 3 月
20日 p152）
33）　as he listened, understanding in him marvellously and sharply opened, so that his 
whole life rushed suddenly past, presenting with that lightning meaning due, they say, 
to drowning men, each separate item of failure or success, yet emphasized with its 







36）　“How ― how could he know ―― ?” （Algernon Blackwood “The Stranger”）
“他怎么能知道―” （老舍《客》）
37）　“我杀了我自己。我命定的只能住在你心中，生存在一首诗里，生死有什么区别？”
（老舍《微神》）
38）　“我愿在你心中永远是青春。”（老舍《微神》）
